





The relationship between wearing test and patterns in maternity pants 
－ the study of ready-made clothes with different abdominal designs －

































満たした既製品 4 点を準備した。既製品 4 点は腹部のデザインの異なるストレートパンツを 4 ブランドか
ら各 1 点選んだ（図 1 ）。各パンツの腹部形状は、図 2 に示す。使用した既製品4点は、前報1で使用した
ものと同じものである（表1）。着用評価については、同意の得られた調査対象者6名に既製品4点と質問
紙を被験者の自宅へ郵送し、1点につき4 ～ 5時間の着用と質問紙への回答後、郵送により回収した。（2018
年10月～ 2019年 3 月）質問紙の項目は、属性、パンツⅠ～Ⅳの着心地のよさ、着脱のしやすさ、動きや
すさ、腹部に関する評価である。回答は該当するパンツの番号、理由については自由記述とした。調査対
象者は、20代～ 40代までの妊娠後期の女性 6 名である。調査№1 ～ 4は就労女性で№1、№4は産休中、



































     図1 着用評価に使用した既製品4点         図2 パンツⅠ～Ⅳの腹部形状 
 















































































      既製品4          図2 パンツⅠ～Ⅳの腹部形状 
 
























































今回の妊娠中に購入したマタニティウェアのアイテムでは、パンツが 6 名中 5 名であり、購入点数も他
のアイテムに比べ多かった（表３）。パンツの購入がなかった№1の調査対象者は、 1 回目の妊娠中に購
入したマタニティパンツを着用していた。最近 1 か月の服装の組み合わせは、 6 名中 5 名がワンピースも
しくはワンピースとレギンス、丈の長いトップスとマタニティパンツを選んでおり、普段からマタニティ
パンツの着用が多いことがわかった。この組み合わせを選んだ理由として、妊娠中の腹部に対する圧迫感
や支えを意識したと回答した。アンケート回収の時期が2018年10月～ 2019年 3 月で季節や気候に差が
あったにもかかわらず、組み合わせや意識に共通性が見られた。
着心地がよかったパンツ、着心地が悪かったパンツとその理由についての結果を表4と表5に示す。着
心地がよかったパンツは、パンツⅢ（ 6 名）、パンツⅣ（ 5 名）だった。理由は、圧迫・締付け感が少な
い（4名）、ずり落ちない（ 2 名）、フィットした（ 2 名）だった。着心地が悪かったパンツは、パンツⅠ
（ 5 名）、パンツⅡ（ 3 名）だった。理由は、圧迫が強い（ 3 名）、ずり落ちる（ 3 名）だった。
表 3 　妊娠中購入したマタニティウェア
（単位：点）
調査№ 年齢 妊娠回数 妊娠週 身長（cm） 体重（kg） 腹囲（cm） 子宮底長（cm）
1 32 2 37 163 67.5 92 32
2 30 1 31 154 62 95(自測) 不明
3 40 1 29 163 48.8 78 25
4 31 1 36 164 58 93(自測) 不明
5 22 1 36 149 60.1 95 32
6 22 1 38 162 57 97 33
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№ 年齢 妊娠回数 妊娠週 身長 体重 腹囲 子宮底長
1 32 2 37 163 67.5 92 32
2 30 1 31 154 62 95(自測) 不明
3 40 1 29 163 48.8 78 25
4 31 1 36 164 58 93(自測) 不明
5 22 1 36 149 60.1 95 32
6 22 1 38 162 57 97 33
№ シャツ、ブラウス スカート パンツ ワンピース サロペット
1 2 0 0 1 0
2 0 0 6 4 0
3 3 2 4 0 1
4 0 0 2 1 0
5 0 0 1 0 0










































着脱に関する評価を表 6 に示す。着脱が楽と感じたパンツはパンツⅣ（ 4 名）、パンツⅢ（ 2 名）だった。
着脱が難しいと感じたパンツは、パンツⅠ（ 3 名）だった。
パンツⅠ～Ⅳの動きやすさの評価について表 7 ～ 10に示す。パンツⅠ、パンツⅡは、動きやすいと感









































































































































































































紀要原稿用紙（紀要様式 2-1  
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パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
a:股上(前) 13.7 9.8 12.2 10
b:股上(後) 16.9 15.5 19.7 13.6
c:股下(前) 75.2 78.1 72 62
d:股下(後) 75.3 78.3 72.3 62
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
e:股ぐり(前) 15.7 11.7 12.7 10.2
f:股ぐり(後) 22.8 20.8 25.3 16.7
計 38.5 32.5 38 26.9
パーツ パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
前リブ 1 3 1 1
後リブ 0 0 0 1
後ろヨーク 1 4 2 2
前パンツ 2 2 2 2
後ろパンツ 2 2 2 2
後ろポケット 2 2 2 2
前ポケット 2 2 2 2
前ポケット袋布 0 2 2 2
ウエストベルト 0 2 1 3
ベルトループ 0 3 0 5
ファスナー 0 0 1 0
持出し 0 0 1 1
合計 10 22 16 23
 表13 表14のa～fは、図3のa～fの長さである。表13は、クロッチラインからの距離である。前
股上、後ろ股上ともに短いものはパンツⅡ、パンツⅣであった。股下は、パンツⅡが一番長く、パンツⅣ 
短かった。股上（前）は、パンツⅠが13.7 ㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは 3.9 ㎝の差があった。
股上（後）は、パンツⅢが19.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは6.1㎝の差があった。 
 パンツⅠ～Ⅳの股ぐりの長さを表 14 に示す。前後股ぐりの合計は、パンツⅣが一番短く、次いでパン5 
ツⅡが短かった。前股ぐりが一番長いのは、パンツⅠであ 後ろ股ぐりが一番長いのは、パンツⅢで 
あった。パンツⅠ、パンツⅢは前後合わせると約38㎝だった。 













                            
                           表14 股ぐりの長さ（単位：㎝） 
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表 16 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりのわた 4 に 形状を示す。図 4
縦軸の目盛りは2㎝間隔であり、縦軸から左側が前側、右側が後ろ側である。
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前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径
0 22.8 26.7 49.5 24.8 30.8 55.6 22.4 28.8 51.2 24.9 30 54.9
10 19.2 26.9 46.1 20.5 27.6 48.1 17.8 25.9 43.7 20.6 26.9 47.5
20 17.1 22.3 39.4 18 24.7 42.7 15.1 22.1 37.2 17.7 22.1 39.8
30 15.1 19.9 35 16.1 22.2 38.3 13.2 20 33.2 16.1 19.7 35.8
35 14.5 19.2 33.7 15.7 21.6 37.3 12.5 19.5 32 15.3 18.9 34.2
50 13.2 17.4 30.6 14.5 20.4 34.9 12 18.2 30.2 14.1 17 31.1
55 12.8 16.9 29.7 14.1 20.2 34.3 11.8 17.8 29.6 13.7 16.4 30.1
60 12.5 16.8 29.3 13.9 20 33.9 11.5 17.5 29 13.5 15.9 29.4
70 11.6 17.1 28.7 13.4 19.4 32.8 11.3 16.9 28.2 ー ー ー
パンツⅣパンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ
前 後 計 前 後 計 前 後　 計 前 後 計
-0.2 0 1.4 1.4
-0.1 0 1.6 1.6
0 0 2.6 2.6 0 1.1 1.1 0.8 5 5.8 1 0.8 1.8
2 3.3 7.2 10.5 2.8 5.3 8.1 3.2 7.5 10.7 4.1 5.5 9.6
4 4.5 8.8 13.3 4.7 7.2 11.9 4.2 8.6 12.6 5.3 7.5 12.8
6 5.3 9.9 15.2 6 8.5 14.5 5.1 10 15.1 6.4 9 15.4
6.4 6.6 9.3 15.9
8 6.1 10.9 17 7.1 9.8 16.9 6 11.3 17.3 — 10.5
8.3 7.3 10 17.3
9.8 6.8 11.5 18.3
9.9 — 12
10 6.9 12 18.9 — 11 — 11.6
12 7.7 12.9 20.6 — 12.3 — 12.5
12.1 7.8 13 20.8









�イト��要��������本�(�表、��、��一��を�む)全 12 �以� 
8 
 








































前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径
0 22.8 26.7 49.5 24.8 30.8 55.6 22.4 28.8 51.2 24.9 30 54.9
10 19.2 26.9 46.1 20.5 27.6 48.1 17.8 25.9 43.7 20.6 26.9 47.5
20 17.1 22.3 39.4 18 24.7 42.7 15.1 22.1 37.2 17.7 22.1 39.8
30 15.1 19.9 35 16.1 22.2 38.3 13.2 20 33.2 16.1 19.7 35.8
35 14.5 19.2 33.7 15.7 21.6 37.3 12.5 19.5 32 15.3 18.9 34.2
50 13.2 17.4 30.6 14.5 20.4 34.9 12 18.2 30.2 14.1 17 31.1
55 12.8 16.9 29.7 14.1 20.2 34.3 11.8 17.8 29.6 13.7 16.4 30.1
60 12.5 16.8 29.3 13.9 20 33.9 11.5 17.5 29 13.5 15.9 29.4
70 11.6 17.1 28.7 13.4 19.4 32.8 11.3 16.9 28.2 ー ー ー
パンツⅣパンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ
前 後 計 前 後 計 前 後　 計 前 後 計
-0.2 0 1.4 1.4
-0.1 0 1.6 1.6
0 0 2.6 2.6 0 1.1 1.1 0.8 5 5.8 1 0.8 1.8
2 3.3 7.2 10.5 2.8 5.3 8.1 3.2 7.5 10.7 4.1 5.5 9.6
4 4.5 8.8 13.3 4.7 7.2 11.9 4.2 8.6 12.6 5.3 7.5 12.8
6 5.3 9.9 15.2 6 8.5 14.5 5.1 10 15.1 6.4 9 15.4
6.4 6.6 9.3 15.9
8 6.1 10.9 17 7.1 9.8 16.9 6 11.3 17.3 — 10.5
8.3 7.3 10 17.3
9.8 6.8 11.5 18.3
9.9 — 12
10 6.9 12 18.9 — 11 — 11.6
12 7.7 12.9 20.6 — 12.3 — 12.5
12.1 7.8 13 20.8









































































































4 辻祐子，甲斐今日子，就労女性のためのマタニティウェアの設計（第 2 報）－脇ファスナーつきマタニティパンツ（下衣）の設
計－，佐賀大学文化教育学部研究論文集，2007，12（1），p.169-175.
5 岡部和代，杉本次代，妊婦の人体形状変化に対応したマタニティパンツの設計，日本家政学会誌，2007，58（12），p.763-770.
 田中あゆみ（和洋女子大学 家政学部 服飾造形学科 助手）
塚本　和子（和洋女子大学 家政学部 服飾造形学科 教授）
丸田　直美（共立女子大学 家政学部 被服学科 教授）　　
（2019年12月６日受理）
